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　人口の動き

一う月1日現在一

男5．890（＿15）

女6．077（＋2）

計11．96了（一凝D

世帯数2．598（一3）

（）内は前月との比較
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い　学　習

キと要点がまとめられていく。
きょうの発表はどこのかあちゃんかしら、みんなの表
情も真剣そのもの、鉛筆を持つ手がいそがしく動く。
　制限時間は30分、終わると全体討議が待っている。
　　2月24日

　　　　　　　　上野婦人学級で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　話　し　あ

　きょうのテーマは・老人からしあのせに暮らしても
らうには。

　映画を見たあと、り一ダーの一声でグループに分か
れ・さっさと世話役が決まり・話し合い学習にはいつ
た。

　ものな1れた司会で次つきと意見がとぴだし、テキパ
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擶
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雛
　
∞
繋
鄭
蘂
籠
難
諜
欝
灘
緯
磁

難
難
、
饗
獣
難
鐵
篭
鷺
朧
響
驚

遊
磐
関
心
が
並
々
画
、
な
い
こ
孝
約
百
睾
件
に
わ
た
る
箋
事
業
蕊

　
欺
示
し
て
い
た
。
議
員
定
数
を
へ
ら
す
　
仙
田
地
区
全
域
に
わ
た
っ
て
計
画
さ
欺

登
い
う
こ
と
自
体
画
期
的
で
あ
る
が
れ
て
い
る
・
　
　
　
燃

響
れ
藷
決
葛
に
碧
繋
薦
霜
年
度
予
算
の
原
築
ぎ
ょ
鑑

賢
び
、
特
別
雷
会
の
報
告
に
委
招
集
の
定
例
議
会
に
提
警
れ
る
燃

賀
磐
の
覧
を
明
示
す
る
糞
例
晟
●
特
別
勇
せ
て
五
つ
の
会
敏

甥
措
票
と
ら
莞
こ
と
も
印
象
的
の
総
額
は
五
億
に
近
い
額
で
あ
る
薫

欺
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
つ
く
す
べ
き
　
本
命
の
一
般
会
計
は
、
三
億
一
千
二
欺

篶
蓼
つ
く
し
套
い
う
登
．
㌧
、
百
芳
睾
円
で
前
年
蟹
初
に
愚

繋
決
の
あ
良
馨
い
ず
れ
の
響
べ
三
四
●
舅
の
増
で
あ
る
・
気

旛
霧
霧
e
た
よ
う
に
見
受
け
件
費
を
含
む
経
讐
書
然
増
は
霧

猟
ら
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
想
ど
お
り
で
あ
る
が
・
事
業
費
の
ほ
欺

糊
　
二
月
二
十
七
日
仙
田
出
張
所
に
招
　
う
も
順
調
に
の
ぴ
て
い
る
。
総
合
計
燃

繋
さ
れ
た
仙
鑑
区
箋
促
進
養
画
篁
隻
で
脅
螢
謹
羅

欺
会
は
、
県
単
山
村
振
輿
計
画
を
審
議
　
単
山
村
振
興
計
匝
の
初
年
度
で
も
あ
燃

饗
定
し
た
．
こ
の
欝
会
が
発
足
し
る
新
年
箏
薯
警
》
れ
ら
の
薮

警
か
ら
ち
ょ
う
ど
憂
が
か
り
で
ま
業
獲
先
的
に
計
寺
老
“
て
い
る
鉱

双
と
め
ら
れ
た
も
の
で
、
昭
和
四
十
四
　
特
に
道
路
整
備
や
雪
害
対
策
を
含
む
欺

燃
蒙
．
廼
、
四
＋
七
年
ま
で
の
四
年
間
に
土
木
費
が
大
幅
に
の
ぴ
て
い
る
・
⑭
糊
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欺

囹
行
　

事
＋
六
日
蓬
の
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
七
臼
　
議
会
産
経
委
員
会

　
　
三
月
　
　
　
＋
八
●
＋
九
臼
議
会
総
叉
委
員
会

十
・
十
｝
日
　
第
三
回
町
議
会
定
例
会
　
二
十
日
　
農
業
委
員
会

十
日
、
田
戸
　
十
一
日
、
赤
谷
　
十
二

　
臼
、
中
仙
田
　
十
三
日
、
野
口
で
そ

　
れ
ぞ
れ
映
画
教
室
を
ひ
ら
く
。

十
三
・
十
四
目
　
議
会
土
厚
委
員
会

十
四
臼
　
上
野
若
葉
会
学
習
発
表
会

十
五
日
　
管
内
中
学
校
卒
業
式

二
十
一
日
　
春
分
の
日

二
十
二
日
　
川
西
幼
稚
園
卒
園
式

二
十
五
臼
　
管
内
小
学
校
卒
業
式

二
十
六
日
　
千
手
保
育
園
お
別
れ
会

こ
十
七
・
二
十
八
臼
　
第
三
回
町
議
会

定
例
会
を
再
開



（2）（繁畿嚴鞭第・26号しにわカ、報広昭和耳辱年う月10日

‘
定

議員数4熾らして22人

一一本年の一般選挙から新

聞働●●●◎●●0轍鋼”●●鱒●◎㈹

　　　　　■　　　　　■　　　　■　　　　●　　　　o●　　　●働　　　●o　　●q　　●働　嶋o　o■　GO胸
5

　
二
月
．
十
四
日
に
招
集
さ
れ
た
第
二
回
町
議
会
臨
時

会
で
、
注
旨
の
議
員
定
数
問
題
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、

特
別
委
員
会
の
約
半
年
に
わ
た
る
審
議
経
過
報
告
と

質
疑
討
論
を
行
な
っ
た
の
ち
、
記
名
投
票
に
よ
っ
て

川
西
町
議
会
議
員
の
定
数
を
、
現
在
の
法
定
数
よ
り

四
人
減
ら
し
て
、
二
十
二
人
に
す
る
こ
と
が
決
ま
っ

た
。
ほ
か
に
、
こ
の
議
会
で
は
新
年
度
予
算
の
編
成

時
期
を
反
映
す
る
か
の
よ
う
に
新
規
請
願
七
件
を
審

議
し
、
い
す
れ
も
継
続
審
査
と
し
た
が
、
計
画
的
な

町
政
推
進
の
気
運
が
浸
透
し
て
か
、
例
年
の
こ
の
時

期
に
く
ら
べ
、
請
願
の
件
数
は
グ
ッ
と
減
少
し
た
。

　
議
員
定
数
に
つ

い
て
は
、
ま
ず
特

別
委
員
会
に
お
け

る
審
議
経
週
が
、

小
川
清
次
委
員
長

代
理
に
よ
っ
て
報

告
さ
れ
た
。

報
告
内
容
の
概

略
は
別
項
の
と
わ

り
で
あ
る
が
、
各

委
員
の
意
見
を
ま

と
め
て
み
る
と
、
現
行
の
法
定
数
維
持

に
賛
成
が
四
人
、
定
数
削
減
を
す
べ
き

だ
と
い
う
委
員
が
二
人
と
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
特
別
委
員
会
と
し
て
は
、

こ
の
よ
う
な
意
見
の
比
率
は
あ
っ
て
も

そ
れ
を
ひ
と
つ
の
結
論
に
ま
で
ま
と
め

あ
げ
る
に
は
、
話
し
合
い
が
平
行
線
を

た
ど
っ
た
た
め
、
審
議
経
過
の
あ
り
の

ま
ま
の
姿
を
報
告
す
る
の
に
と
ど
め
て

最
終
的
に
は
、
議
会
に
お
い
て
決
定
す

る
以
外
に
方
法
は
な
い
と
の
意
向
を
表

明
し
た
。

　
な
露
、
特
別
委
員
会
の
構
成
は
七
人

で
あ
っ
た
が
、
平
野
委
員
長
が
終
始
欠

厭
し
た
の
で
、
小
川
副
委
員
長
が
こ
れ

塗
代
理
し
、
実
質
的
に
は
六
人
で
審
議

を
行
な
つ
た
も
の
州
．
㌧
あ
る
◎

　
こ
の
委
員
会
の
報
告
に
輯
す
る
質
疑

の
あ
と
討
論
を
経
て
、
異
例
の
記
名
投

票
に
よ
っ
て
定
数
削
減
の
賛
否
が
決
定

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

定
数
減
の
賛
否
は

　
　
　
十
六
対
六

　
議
長
を
除
く
二
十
二
議
員
（
欠
員
二

欠
席
一
）
に
よ
る
投
票
の
結
果
は
、
削

減
に
賛
成
十
六
票
、
反
対
六
票
で
、
ま

ず
定
数
を
減
ら
す
こ
と

が
決
ま
っ
た
。

　
ひ
き
つ
づ
き
、
何
人

に
削
減
す
る
か
を
表
決

す
る
こ
と
に
な
っ
た
が

や
は
り
記
名
投
票
を
行

な
っ
た
そ
の
結
果
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

・
二
十
二
人
を
可
と
す

る
も
の
　
＋
二
票

・
二
十
四
人
を
可
と
す

る
も
の
　
　
九
票

・
二
十
人
を
可
と
す
る

も
の
　
　
。
一
票

　
以
上
の
よ
う
に
し
て

結
論
を
褥
た
議
慶
定
数

問
題
も
、
あ
ら
た
め
て

き
ょ
う
十
日
の
三
月
定

例
会
で
定
数
条
例
が
成

立
し
て
一
段
落
と
な
る

　
そ
し
て
、
繊
員
定
数
は
、
　
一
般
選
挙

の
場
合
で
な
け
れ
ぱ
変
更
し
な
い
の
が

原
則
で
あ
る
の
で
、
こ
と
し
八
月
の
改

選
が
新
定
数
の
ス
タ
ー
ト
に
な
る
。

継
続
審
査
と

　
　
　
な
っ
た
請
願

　
第
二
回
町
議
会
臨
時
会
で
、
継
続
審

査
と
決
定
し
た
請
願
は
、
次
の
七
件
で

あ
る
。

　
O
赤
谷
地
内
林
道
月
沢
線
開
削
に
関

す
る
請
願
　
○
明
せ
ん
平
（
室
島
）
農

道
新
設
に
関
す
る
請
願
　
O
岩
瀬
原
線

農
道
簡
易
舗
装
工
事
助
成
に
関
す
る
請

願
　
○
沢
峠
（
野
口
）
地
内
の
開
田
に

関
す
る
請
願
　
○
仁
田
た
ぱ
こ
耕
作
者

の
共
同
育
苗
経
費
助
成
に
関
す
る
請
願

○
越
ケ
沢
地
内
わ
ら
ぴ
の
・
き
わ
だ
く

ぼ
線
農
道
新
殺
に
関
す
る
請
願
　
○
室

島
し
つ
た
れ
坂
農
道
簡
易
舗
装
に
関
す

る
鯖
願

定数減を決めた第2回臨時会（立ってい
るのが投票結果を朗読する和久井議畏）

特
別
委
の
審
議
経
過

　
　
小
川
委
員
長
代
理
の

　
　
報
告
（
概
要
）

　
本
特
別
委
員
会
は
、
昨
年
九
月
の
第

五
回
定
例
会
で
設
置
が
決
ま
り
、
十
月

十
二
臼
、
第
一
回
委
員
会
を
招
集
し
て

実
質
的
な
ス
タ
！
ト
を
し
た
。

　
設
置
が
決
定
し
て
か
ら
、
足
か
け
半

年
に
わ
よ
ぶ
審
議
の
あ
ら
ま
し
は
次
の

と
詔
り
で
あ
る
。

　
第
騨
回
委
員
会

　
　
　
：
：
：
十
月
十
二
日

　
特
別
委
員
会
を
設
置
し
た
こ
と
が
、

た
だ
ち
に
定
数
減
を
指
向
す
る
も
の
で

は
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
当
面
、
県
下

の
実
態
を
、
視
察
、
あ
る
い
は
事
務
局

で
作
成
す
る
資
料
に
よ
っ
て
く
ま
な
く

調
査
す
る
こ
と
を
申
し
合
の
せ
た
。

　
第
二
回
委
員
会

　
　
　
：
：
十
”
“
月
十
一
日

　
事
務
局
が
用
意
し
た
と
こ
ろ
の
、
す

で
に
定
数
減
に
ふ
み
き
つ
て
い
る
町
村

の
調
査
書
を
検
討
し
た
の
ち
、
こ
の
日

午
後
か
ら
津
南
町
を
視
察
し
た
。

　
調
査
書
に
よ
る
と
、
県
下
九
十
五
町

村
の
う
ち
、
定
数
減
を
断
行
し
た
の
は

二
十
二
町
村
で
、
人
口
の
減
少
・
少
数

精
鋭
・
経
費
節
減
と
い
う
の
か
、
そ
の

理
由
、
も
し
く
は
目
的
に
な
っ
て
い
る

　
か
り
に
当
町
も
定
数
減
を
行
な
う
と

す
れ
ば
、
人
ロ
減
少
が
名
目
で
あ
ろ
う

と
い
う
委
員
間
の
空
気
で
あ
っ
た

　
津
爾
町
の
場
合
、
三
十
人
の
定
員
で

い
た
と
こ
ろ
、
人
ロ
減
に
よ
り
法
定
数

が
こ
十
六
人
と
な
る
の
を
、
｝
挙
に
二

十
二
人
に
ま
で
減
ら
し
て
い
る
。

　
定
数
減
は
、
住
民
の
意
思
を
町
政
に

反
映
さ
せ
る
場
の
縮
小
に
な
り
、
地
方

自
治
の
本
旨
に
そ
む
く
の
で
は
な
い
か

と
い
う
点
に
つ
い
て
、
津
南
町
で
は
川

西
に
倍
す
る
部
落
が
あ
り
、
人
口
も
多

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
減
員
に
よ
る
弊

害
は
み
ら
れ
な
い
。
か
え
っ
て
議
会
活

動
の
縫
髭
κ
と
い
う
好
結
果
が
あ
ら
わ

れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

第
一
“
二
回
委
員
会

　
　
：
：
十
岬
月
二
十
六
日

　
こ
の
日
は
、
分
水
町
（
西
蒲
）
と
栄

村
（
南
蒲
）
を
視
察
し
た
。
い
ず
れ
も

当
町
と
同
程
簾
の
規
模
の
町
村
呪
．
㌧
あ
る

　
分
水
町
で
は
、
四
十
二
年
に
議
会
に

お
い
て
記
名
投
票
の
結
果
、
定
数
減
に

賛
成
十
一
票
、
反
対
十
四
票
で
、
二
十

六
人
の
現
員
を
維
持
し
て
い
る
が
、
賛

否
の
理
由
は
、
い
ず
れ
も
予
想
と
大
同

小
異
の
域
を
出
な
い
。
た
だ
、
こ
の
問

題
の
審
議
過
程
を
聴
取
し
て
、
運
用
上

得
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。

　
ま
た
、
栄
村
の
状
況
は
、
現
在
、
大

工
場
進
出
の
き
ざ
し
が
あ
り
、
人
口
も

増
加
し
て
い
る
の
で
、
世
論
は
も
と
よ

り
、
議
会
に
お
い
て
も
問
題
に
な
っ
て

い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
第
四
回
委
員
会

　
　
　
：
．
：
：
一
月
十
三
日

　
各
委
員
の
意
見
を
と
り
ま
と
め
る
作

業
に
は
い
っ
た
が
、
欠
席
二
人
を
の
ぞ

い
て
、
五
人
の
委
輿
の
憲
向
を
分
析
す

る
と
次
の
よ
う
に
な
っ
た
。

・
現
状
維
持
　
　
　
　
　
　
　
二
人

・
現
状
維
持
が
望
ま
し
い
が
、
削
減
す

そ
の
ほ
か
の
　
　
勘

　
　
議
会
の
動
き
ω

一
日
　
議
長
、
町
長
と
長
岡
へ
陳
構
に

三
～
五
日
、
議
長
、
町
長
と
上
京

六
日
総
務
又
教
委
員
会

九
・
十
日
　
町
長
、
議
長
と
も
東
京
仙

　
臼
会
五
十
周
年
記
念
会
嵩
罵
で
上
京

　
る
に
し
て
も
最
低
で
　
　

一
人

・
二
十
二
人
程
度
に
削
減
　
　
二
人

　
第
五
回
委
員
会

　
　
　
　
：
：
：
：
二
月
七
日

　
第
一
回
の
委
員
会
以
釆
欠
席
し
て
い

た
平
野
委
員
を
の
ぞ
き
、
各
委
員
の
意

見
を
最
終
的
に
ま
と
め
た
と
こ
ろ
、
現

状
維
持
賛
成
が
四
人
、
定
数
減
に
賛
成

二
人
と
い
う
様
子
に
な
り
、
お
の
お
の

の
理
由
は
次
の
よ
う
に
大
別
で
き
た
。

◎
現
状
維
持
賛
成

　
－
一
法
定
数
で
あ
る
。

　
（
乙
　
定
数
減
は
、
住
民
の
意
思
反
映

　
　
を
希
薄
に
す
る
。

　
五
　
当
面
、
重
要
課
題
が
多
く
衆
知

　
　
を
も
っ
て
町
政
に
あ
た
る
必
要
が

　
　
あ
り
、
定
数
減
は
得
策
で
は
な
い

　
媒
　
少
し
く
ら
い
減
ら
し
て
も
経
費

　
　
の
節
減
に
つ
な
か
ら
な
い
。

　
◎
定
数
減
に
賛
成

　
・
L
　
人
口
傷
減
小
が
著
し
く
、
二
十

　
　
六
人
ば
多
す
ぎ
る
。

　
＾
乙
津
南
と
中
里
は
す
で
に
減
ら
し

　
　
て
い
る
が
、
支
障
は
み
ら
れ
な
い

　
五
　
経
費
の
節
減
に
な
る

　
穐
　
少
数
に
よ
っ
て
、
む
し
ろ
活
発

　
　
な
議
会
活
動
が
期
待
で
き
る
。

　
覧
　
部
落
数
が
多
い
か
ら
議
員
ψ
）
多

　
　
い
ほ
う
が
よ
い
と
い
う
考
え
は
的

　
　
を
射
て
い
な
い
。

　
以
上
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
論
議
を

に
つ
め
、
採
決
と
い
う
方
法
に
よ
っ
て

左
右
を
決
っ
す
る
に
し
て
は
、
意
見
が

平
行
線
を
た
ど
っ
た
ま
ま
で
、
つ
い
に

現
状
維
持
か
否
か
、
委
員
会
の
統
｝
見

解
を
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
き
ヤ
き

二
十
一
臼
　
郡
議
長
会
定
例
会

二
十
匹
日
　
産
業
経
済
委
員
会

二
十
五
日
　
敵
鷲
q
辰
治
氏
（
秘
露
機

　
擾
纏
台
長
）
O
告
慰
弐
に
議
長
参
列

’

、
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千
手
簡
易
水
道
建
設

ヵ
年
計
画
で
こ
と
し
着
手

　
　
　
　
　
総
工
事
費
七
干
百
万
円

　
当
面
の
重
要
課
題
の
ひ
と
つ
、
千
手
地
区
簡
易
水
道
建
設
事
業

の
青
写
真
が
ほ
ぼ
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
国
鉄
千
手
水
道
施
設
の

町
移
管
と
、
こ
れ
に
伴
う
被
害
者
補
償
対
策
の
交
渉
が
先
決
と
な

っ
て
い
た
こ
の
問
題
も
、
交
渉
が
｝
段
落
し
て
、
建
設
の
歩
み
を

さ
ら
に
進
め
た
わ
け
で
す
。

　
も
と
も
と
、
現
在
の
国
鉄
補
償
水
道
の
老
朽
化
と
水
質
不
良
を

い
と
ぐ
ち
に
し
た
建
設
計
画
は
、
同
時
に
町
全
体
の
水
道
普
及
を

図
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
役
を
果
す
も
の
と
し
て
、
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
二
月
末
で
事
務
当
局
が
ま
と
め
た
建
設
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン

は
次
の
と
お
り
で
、
工
事
の
着
手
が
八
月
こ
ろ
、
年
末
に
は
一
部

の
給
水
を
開
始
し
、
完
工
は
明
年
暮
れ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
地
区
の
み
な
さ
ん
に
は
、
決
定
し
だ
い
、
説
明
会
な
ど
を
通
じ

て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
工
事
の
万
全
と
事
業
の

円
滑
な
運
営
を
期
す
る
た
め
、
い
ま
か
ら
、
全
戸
の
加
入
を
目
標

に
、
ご
協
力
を
わ
願
い
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
の

末
工
事
費
千
百
二
十
万
円
に
事
務
費
等

の
七
百
四
十
七
万
円
を
加
え
て
、
総
工

事
費
は
七
千
百
三
十
七
万
円
に
な
り
、

こ
の
財
源
内
訳
と
し
て
、
国
庫
補
助
千
一

百
六
十
六
万
六
千
円
、
起
債
二
千
六
百

万
円
、
　
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
千

二
百
七
十
万
四
千
円
、
分
担
金
（
個
人

分
）
九
百
八
十
万
円
、
負
担
金
（
流
末

分
）
千
百
二
十
万
円
を
予
定
し
て
い
る

個
人
負
担
は

　
　
　
平
均
三
万
円

　
こ
の
う
ち
、
個
人
負
担
分
に
つ
い
て

は
、
一
戸
あ
た
り
本
工
事
の
分
担
金
が

一
万
四
千
円
、
給
水
工
事
分
（
流
末
工

事
）
の
負
担
が
平
均
一
万
六
千
円
程
度

に
な
る
見
込
な
の
で
、
約
三
万
円
と
計

算
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
水
道
料
金
は
、
こ
れ
も
予
定

の
線
を
出
な
い
が
、
一
か
月
の
基
準
料

金
（
十
立
方
〆
！
ト
ル
ま
で
）
三
百
円

十
立
方
ノ
ー
ト
ル
以
上
一
立
方
あ
た
り

に
つ
い
て
三
十
円
を
加
算
す
る
考
え
で

あ
り
、
ζ
の
計
算
で
ゆ
く
と
、
一
か
月

の
消
費
水
量
か
ら
考
え
て
、
各
家
庭
で

四
百
五
十
円
か
ら
六
百
円
程
度
の
額
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
ど
も
の
路
上
あ
そ
び
に

「
声
か
け
運
動
」

新
入
学
（
園
）
児
の

交
通
事
．
故
防
止

　
四
月
一
臼
か
ら
二
十
日
ま
で
は
、
彰

入
学
児
童
・
新
入
園
児
の
交
通
事
故
防

止
強
調
期
間
で
す
。

　
推
進
機
関
は
新
潟
県
と
新
潟
県
交
通

安
全
対
策
連
絡
協
議
会
で
、
四
月
に
新

し
く
入
学
、
入
園
す
る
児
童
を
中
心
に

こ
の
時
斯
に
き
ま
っ
て
多
発
す
る
こ
ど

も
の
交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
安

全
教
育
の
徹
底
、
通
学
（
園
）
時
の
安

全
確
保
、
交
通
環
境
の
点
検
整
備
を
は

か
ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
学
校
や
幼
稚
園
、
保
育
所
で
は
、
こ

ど
も
た
ち
に
対
し
交
通
ル
；
ル
を
正
し

く
身
に
つ
け
る
指
導
、
訓
練
を
徹
底
さ

せ
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
家
庭
で
も
、
交
通
安
全

の
し
つ
け
を
行
な
い
、
通
学
（
園
）
路

を
こ
ど
も
と
と
も
に
｝
度
歩
い
て
み
て

実
際
に
、
正
し
い
歩
き
方
、
横
断
の
し

か
た
な
ど
を
、
み
な
さ
ん
自
身
の
手
で

こ
ど
も
の
身
に
つ
け
さ
せ
、
そ
の
習
慣

化
を
は
か
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
こ
ど
も
の
路
上
あ
そ
ぴ
や
危

険
な
状
態
に
対
す
る
「
声
か
け
運
動
」

を
す
す
め
て
ゆ
く
計
画
で
す
か
ら
、
ご

協
力
を
わ
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
（
ア
フ
タ
量
ケ
ァ
）

新
潟
県
後
保
護
指
導
所

　
心
臓
と
呼
吸
雑
に
障
害
の
あ
る
か
た

を
収
容
し
、
医
学
管
理
の
も
と
に
、
更

生
に
必
要
な
生
活
指
導
や
職
業
訓
練
を

行
な
う
施
設
で
、
柏
崎
．
市
に
あ
り
ま
す

　
入
所
時
期
は
毎
年
匹
月
と
十
月
、
入

所
期
間
は
一
か
年
で
す
。

嘱
託
員
き
ま
る

　
　
　
　
　
：
：
・
：
：
：
・
③

〈
仙
田
地
区
〉

　
○
小
脇
、
斉
木
定
太
郎
　
○
高
倉
、

高
橋
弥
太
郎
　
○
大
白
倉
、
中
村
　
源

○
小
白
倉
、
江
口
喜
一

〈
異
動
〉

　
○
根
深
、
丸
山
久
一
郎
（
前
任
、
丸

山
忠
司
）

給
水
計
画

　
給
水
区
域
は
、
千
手
地
区
（
坪
山
・

平
見
・
霜
条
・
鶴
吉
は
除
き
ま
す
）
と

稲
葉
の
一
部
で
、
約
七
百
六
十
戸
、
三

千
五
百
人
を
対
象
と
し
、
給
水
量
と
し

て
、
　
｝
人
一
日
最
大
百
五
十
リ
ッ
ト
ル

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

工
事
予
定
の
概
要
鰯

◎
水
　
源

　
羽
黒
山
の
ふ
も
と
に
一
本
、
ほ
か
に

一
本
、
計
二
本
の
深
井
戸
か
ら
、
　
｝
日

千
立
方
〆
ー
ト
ル
の
揚
水
が
可
能
で
あ

り
、
こ
れ
を
十
馬
力
の
水
中
ポ
ン
プ
、

百
二
十
五
ミ
リ
の
送
水
管
に
よ
つ
て
二

十
メ
：
ト
ル
高
い
配
水
池
ま
で
送
る
。

◎
浄
　
水

　
除
鉄
、
わ
よ
ぴ
滅
菌
を
す
る
。

◎
配
水
池

　
二
百
十
立
方
メ
ー
ト
ル
（
一
日
給
水

量
の
八
時
間
分
に
消
火
水
量
の
二
十
四

立
方
〆
ー
ト
ル
を
プ
ラ
ス
）

◎
配
水
管

　
直
径
百
五
十
～
七
十
五
ミ
リ
の
石

綿
セ
メ
ン
ト
パ
イ
プ
、
五
十
～
二
十

五
ミ
リ
の
ビ
ニ
ー
ル
パ
イ
プ
を
使
う
。

◎
消
火
栓
ほ
か

　
　
　
　
り

　
消
火
栓
十
八
基
（
地
上
式
）
を
装
置

量
水
器
（
ノ
ー
タ
ー
）
を
各
家
庭
に
取

り
付
け
る
ほ
か
、
予
備
動
力
と
し
て
、

停
電
に
備
え
て
ジ
！
ゼ
ル
・
エ
ン
ジ
ン

に
よ
り
、
十
五
キ
ロ
の
発
電
を
自
動
的

に
行
な
う
。

◎
　
工
事
費

　
本
工
事
費
五
千
二
百
七
十
万
円
、
流

竃嘘

　
診
療
班
の
一
行
が
仙
田
に
は
い

つ
た
二
月
九
日
か
ら
十
三
日
ま
で

の
五
日
間
は
、
そ
の
前
後
も
含
め

て
、
季
節
に
似
ず
陽
気
の
よ
い
日

で
明
け
暮
れ
、
訪
問
診
療
を
は
じ

め
、
活
動
に
は
好
都
合
で
し
た
、

　
反
面
、
が
こ
れ
が
あ
た
り
ま
え

の
年
”
な
の
で
は
な
く
、
ま

　
昼
間
の
活
動
の
あ
と
、
夜
は
夜

で
カ
ル
テ
の
整
理
や
薬
方
、
果
て

に
は
翌
臼
の
打
ち
合
わ
せ
と
、
く

つ
ろ
ぐ
い
と
ま
も
な
か
っ
た
診
療

班
の
み
な
さ
ん
、
ほ
ん
と
う
に
ご

苦
労
さ
ま
で
し
た
。

　
宿
舎
に
は
、
仙
田
小
の
分
校
が

っ
た
く
部
落
が
孤
立
し
て
し

ま
う
よ
う
な
、
雪
の
も
た
ら

す
、
き
ぴ
し
い
へ
き
地
の
表

情
を
見
て
い
た
だ
く
に
は
あ

い
に
く
の
こ
と
で
し
た
。

慶
大
医
学
部
の

　
　
　
へ
き
地
診
療
班

の
を
拝
借
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
①
ス
ト
！
ブ
を
使
つ
て
も
、
天
』

井
が
高
く
熱
が
こ
も
ら
な
い
と
い

う
よ
う
に
、
家
の
構
え
が
大
き
い

の
は
暖
房
に
不
便
、
②
採
光
が
ふ

じ
ゅ
う
ぶ
ん
、
③
食
事
は
塩
分
か

強
す
ぎ
て
、
④
成
人
病
（
高
血
圧

　
　
症
）
が
多
い
、
⑤
野
菜
の
成

　
各
家
庭
を
訪
問
す
る
た
ぴ
に
万

言
に
ま
ど
わ
さ
れ
る
先
生
。
広
い

け
れ
ど
も
採
光
が
ふ
じ
ゅ
う
ぷ
ん

な
暗
い
へ
や
に
と
ま
ど
い
、
い
ろ

り
の
煙
に
む
せ
る
学
生
た
ち
。

あ
て
ら
れ
た
の
で
す
が
、
食
事
は

へ
き
地
の
生
活
に
つ
い
て
、
基
礎

か
ら
〆
ス
を
入
れ
て
ゆ
こ
う
と
い

う
方
針
に
基
づ
い
て
、
部
落
の
平

素
の
献
立
で
す
ま
せ
て
い
ま
し
た

　
そ
の
よ
う
に
し
て
実
施
し
た
調

広報7勺

手
査
結
果
．
中
か
ら
、
目
ぼ
．
．
も

分
が
貯
蔵
中
に
抜
け
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
。

　
写
真
は
、
各
部
落
に
む
け

て
、
本
部
（
仙
田
小
）
を
出

発
す
る
医
療
班
の
み
な
さ
ん
で
す

が
、
　
｝
行
が
仕
事
に
専
念
で
き
た

の
も
地
元
の
お
世
話
の
お
か
げ
。

　
夏
に
は
、
医
療
機
械
を
た
く
さ

ん
持
ち
込
ん
で
、
本
腰
を
入
れ
て

事
業
を
す
す
め
て
く
だ
さ
る
こ
と

は
、
ま
っ
た
く
の
朗
報
で
す
。
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し
尿
処
理
業
務
を
開
始

　
　
　
－
石
あ
た
り
二
百
四
十
円
1
ー

　
こ
こ
数
年
、
し
尿
処
理
に
つ
い
て
み

な
さ
ん
が
清
掃
車
を
利
用
す
る
率
は
高

ま
る
一
方
で
、
業
者
だ
け
で
は
、
完
全

処
理
が
で
き
な
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
こ
ん
ど
町
に
も
清
掃
車

を
備
え
て
、
増
加
す
る
要
望
に
応
じ
て

ゆ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
す
で
に
、
つ
ぎ
の
要
領
で
仕
事
を
開

始
し
て
お
り
ま
す
か
ら
、
ど
う
ぞ
、
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み

①
衛
生
係
あ
て
電
話
（
二
一
〇
番
）

　
で
申
し
込
む
か
、
ま
た
は
役
場
の
窓

　
口
で
直
接
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

②
こ
の
仕
事
に
従
事
し
て
く
だ
さ
る

　
次
の
か
た
が
た
の
所
へ
申
し
込
ま
れ

　
て
も
さ
し
つ
か
え
あ
り
ま
せ
ん
。

　
・
根
津
精
一
郎
（
上
野
、
金
登
や
さ

　
　
ん
、
有
線
二
〇
（
）
一
）

　
・
星
名
多
　
（
上
野
、
多
右
え
門
さ

　
　
ん
～
有
線
｝
六
〇
三
）

　
・
斉
木
政
治
（
木
島
、
い
せ
や
さ
ん

　
　
有
線
三
二
一
三
）

●
料
　
金

　
石
（
約
一
八
○
リ
ッ
ト
ル
）
あ
た
り

二
百
四
十
円
で
、
即
金
で
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
）

　
ま
た
、
作
業
の
あ
と
始
末
が
よ
く
ゆ

き
と
ど
い
て
い
る
か
、
確
認
を
ね
が
い

た
い
の
で
す
が
、
料
金
そ
の
他
、
不
審

の
点
が
あ
っ
た
場
合
、
現
場
で
納
得
の

い
く
ま
で
話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

確
瞭
幾
建
臓
が
譲
豫
　
，
壷

は
雛
嚢
饗
鑑
の
窓
誇
稀

ま
た
、
百
円
社
費
か
ら
三
百
円
社
費
へ

の
切
り
賛
え
も
順
調
で
、
感
謝
の
ほ
か

あ
り
ま
せ
ん
。

　
ζ
と
し
も
、
近
い
う
ち
に
嘱
託
員
を

た
か
ざ
ご
ー
ご
円
満
に

赤
十
字
の

　
　
社
費
納
入

　
　
　
　
（
日
赤
川
西
町
分
区
）

　
赤
十
字
は
、
み
な
さ
ん
の
納
め
る
社

費
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
、
社
員
た
る
み

麓
雛
礪
訟
㈱
課
薯
離
（
◎
◎
羅

職
、
ご
舅
が
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
（
◎
灘

も
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
新
婦

税町

納期が一部、
しニニ変更になりました。

栄
養
士
の
公
募

　
川
西
町
教
育
委
員
会

　
川
西
町
教
育
委
員
会
で
栄
養
士
を
募

集
い
た
し
ま
す
。

　
有
資
格
者
（
栄
養
士
免
許
状
の
取
得
ノ

者
）
で
採
用
を
希
望
す
る
か
た
は
、
き

た
る
十
五
日
（
午
前
十
時
）
ま
で
に
役

場
内
、
教
育
委
員
会
事
務
局
へ
わ
い
で

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
採
用
の
時
期
は
四
月
で
す
。

（
◎
新
郎
押
木
仁
作
元
町

◎
新
婦
　
水
落
登
都
子
　
仁
　
田
か
ら

　
　
　
　
南
雲
　
幹
夫
　
中
仙
田

　
　
　
　
丹
野
　
昌
子
　
神
奈
川
か
ら

　
　
　
　
平
野
　
勇
東
善
寺

　
　
　
　
高
橋
　
清
美
　
高
　
倉
か
ら

（
◎
新
郎
上
村
書
下
平
誓

◎
新
婦
　
清
水
　
和
子
　
上
　
野
か
ら

（
◎
新
郎
中
條
勝
幸
岩
瀬

ゆ
鷹
強
吻
慮
瞬
曝
ら

ー
　
■
　
●
　
◎
　
■
　
●
　
0
　
●
　
●
　
●
　
●
，
●
　
6
　
●
　
●
　
．
　
●

三
税
の
期
限
内

　
　
　
　
適
正
申
告

　
所
得
税
、
個
人
事
業
税
、
潟
よ
ぴ
個

人
住
民
税
の
申
告
期
限
は
、
い
ず
れ
も

十
五
日
ま
で
で
す
。
お
忘
れ
な
く
、
期

限
ま
で
二
蕪
舌
し
て
く
だ
さ
い
。

所
得
税
α
確
定
害
審
を
提
出
し
た

雛
（
◎
◎
雛

関
口
昭
夫

島
　
悦
子

小
川
敏
文

長
谷
川
節
子

上
野

栃
尾
市
か
ら

赤
谷

神
奈
川
か
ら

う
ぷ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

●
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
o

●
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
．

か
た
は
、
個
人
事
業
税
、

の
申
告
矛
．
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
個
人
住
民
税
の
申
告
書
を
提
出
し
、

か
つ
個
人
事
業
税
の
申
告
書
を
提
出
す

る
必
要
の
あ
る
か
た
が
、
十
五
日
ま
で

に
申
蔵
さ
れ
な
い
と
、
各
種
○
控
除
、

た
と
え
ば
事
業
用
資
産
の
譲
渡
、
損
失

の
控
除
な
ど
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
が

　町税の納期限を一部変更することにな

りました。下の表が、変更状況を含めた

新しい納期限をしめすものですが、4月

以降の昭和44年度分から適用になりま

すので、まろがいのないように。納期内

納入にご協力ねがいます。

納期月一覧表

；1小渡丸北南春小高青高
鵠海貫山村雲日林橋木橋
・・　　　　　　　　　　祐
：：一清重哲和立昭理美雅
・・成美雄郎美子夫香子美

i：時榮重扶直甚貞一絞義
．：夫　一巳秀二雄男　之
・・　　　　雄　　　　　　 助
＃長長長長ニニニ長長二
・・鍔男男男女女男女女男
＃発新
・・電町原山中仁元東鷺神
：：所新　野仙　　奮　社
・・通田田田田田町寺戸町

長
男
新
町
新
田

長
鍔
発
電
所
通

　
　
“
鵠
”
コ

盤
人
住
民
税

※住民税の一般分について、1月の納期を
12月に繰り上．げ、特別徴収分について、こ

れまで10か月納期であったのを、2か月増
して12か月納期に改めた。

※固定資産税についてて2月（5期分）を9

月に、2月（4期分）を艦月に、それぞれ

繰り上げた。

星
名
　
　
正

宮
澤
智
行

五
＋
嵐
義
典

今
藤
琢
也

水
品
　
諭

正
一
長
男

由
志
三
長
男

義
忠
長
男

清
　
長
男

真
治
二
勇

三平野山沖
　　　野
領見口田二

昇
天
；
ご
め
い
福
を
祈
る

税
　
目
月
別

住民税個人

固
資産

軽自一

車　い一般
特　　励

徴収

4　月 ●

5　月 ●

6　月 ● ●

7　月 ● ●

8　月 ● ●

9　月 ● ◎

10　月 ● ●

11　月 ● ，◎

12　月 r◎ ● 1噸
1　月 噸 ● 1
2　月 ● 噛
ろ　月 ●

4　月 ◎

5　月 ◎

　
　
　
　
　
　
　
繰
0

変
新
廃
）
税
こ

＝
＝
明
民
剛

　
　
　
　
説
住
2

●
◎
区
（
※
－

更なし
設された納期月
止された納期月

●
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輪
　
，

O　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
o

　
　
　
　
　
　
　
せ
ひ
期
限
内
に
、

し
い
申
告
書
を
財
務
事
務
所
へ
提
出
ね

が
い
ま
す
。
・
（
。
十
日
町
財
務
事
務
所
）

　
　
　
禽
　
　
禽
　
　
露

穀か

聯
選

　
　
　
　
上
野
富
井
貞
生

踏
む
ほ
ど
の
雪
レ
」
も
な
ら
す
二
月
尽
く

雛
餓
る
二
つ
違
い
“
、
り
妊
妹

楚
々
と
し
て
二
女
の
母
た
り
雛
祭

　
　
　
在
和
歌
山
金
子
　
洋
石

春
寒
し
霜
除
け
笹
に
少
し
風

病
め
る
子
の
見
ゆ
る
と
こ
ろ
に
雛
飾

　
　
　
発
電
所
通
り
小
目
山
　
越
人

屋
根
に
窓
に
布
団
干
し
た
る
冬
日
和

夜
と
な
り
8
晶
敵
ま
じ
り
に
春
時
雨

　
　
　
　
松
風
塵
南
雲
叉
太
郎

細
ま
り
し
雪
の
日
重
ね
春
を
待
つ

春
と
呼
ぶ
音
と
も
雪
解
雫
か
“
．
鳳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
者
近
詠

に
き
や
か
な
雪
鯉
雫
に
こ
も
り
け
り

煤
捨
て
し
と
こ
ろ
大
き
く
雪
消
ゆ
る

渡
貫
清
美

登
坂
武
榮

和
久
井
金
蔵

樋
口
辰
治

蕎、

橿
忠
蔵

渡
貫
｝

五
十
川
久
米
治

羽
鳥
長
吉

平
野
源
蔵

●
　
　
の
　
　
O
　
　
●
　
　
O
　
　
O
　
　
●
　
　
■
　
　
●

O
　
　
●
　
　
●
　
　
O
　
　
O
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

あ
り
ま
す
か
ら
、

新
町
新
田

赤
谷
木
落

中
仙
田
高
倉

新
町
新
田

沖
立
仁
田

山
野
露

翼
＃
に
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